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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 447,019 5.8 3,237 △11.7 2,781 △6.1 1,600 △1.3

23年3月期第2四半期 422,439 25.9 3,664 55.3 2,960 69.6 1,622 86.0

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 1,298百万円 （18.6％） 23年3月期第2四半期 1,094百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 18.07 ―

23年3月期第2四半期 18.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 224,715 27,156 11.3
23年3月期 229,118 26,089 10.6

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  25,333百万円 23年3月期  24,291百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
24年3月期 ― 3.00

24年3月期（予想） ― 3.00 6.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,000,000 15.9 8,200 6.9 7,000 10.5 4,000 19.5 45.17



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 88,605,625 株 23年3月期 88,605,625 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 53,152 株 23年3月期 52,595 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 88,552,780 株 23年3月期2Q 88,554,124 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による影響から緩やかに立ち直りつつある

ものの、欧州の財政不安や米国経済の減速懸念から急激な円高進行や株価下落となり、景気の先行きはなお不

透明感を払拭できない状況が続きました。 

このような環境の下、当社グループは成長を続けるアジア地域への基盤強化のため、今年５月にはインドネ

シア・ジャカルタに、また、６月にはベトナム・ホーチミンに現地法人をそれぞれ設立し、グローバル・ビジ

ネスを加速・推進してまいりました。しかしながら、業績につきましては、国内需要の低迷から厳しい状況で

推移しました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は447,019百万円（前年同四半期比5.8％増）、営業

利益は3,237百万円（前年同四半期比11.7％減）、経常利益は2,781百万円（前年同四半期比6.1％減）となり、

四半期純利益は1,600百万円（前年同四半期比1.3％減）となりました。 

 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

①鉄鋼セグメント 

鋼板製品はアジア地域を中心とした輸出の増加により取扱量が増加しました。線材製品は輸出が増加し

たものの、国内向けは震災により自動車業界向けが一時的に落ち込んだ影響から減少しました。また、鉄

鋼二次・三次製品は建設業界向け需要が低迷を続けたことにより取扱量が減少しました。 

この結果、売上高は132,699百万円（前年同四半期比3.5％増）、セグメント利益は1,379百万円（前年同

四半期比2.1％減）となりました。 

 

②鉄鋼原料セグメント 

輸入鉄鋼原料は価格は上昇しましたが、粗鋼生産量の減少により取扱量は減少しました。冷鉄源は鉄ス

クラップ価格の上昇に加え、銑鉄の取扱量が増加しました。またチタン原料も取扱量が増加しました。 

この結果、売上高は186,802百万円（前年同四半期比12.8％増）、セグメント利益は468百万円（前年同

四半期比18.4％増）となりました。 

 

③非鉄金属セグメント 

銅製品は節電に伴う省エネタイプエアコンへの買換え需要から空調用銅管の取扱量は増加しましたが、

パソコン用等半導体向けや、自動車用端子コネクター向け銅板条の取扱量は減少しました。アルミ製品は

印刷版、自動車向けアルミ板条および液晶製品装置用アルミ加工品の取扱量が減少しました。また、非鉄

原料は銅・アルミ地金の取扱量は減少しましたが、スクラップの取扱量が増加しました。 

この結果、売上高は100,300百万円（前年同四半期比5.4％減）、セグメント利益は488百万円（前年同

四半期比22.4％減）となりました。 

 

④機械・情報セグメント 

機械製品は大型産業機械の納入および製鉄所向け等の取扱いが増加しました。一方、情報関連商品は、

ハードディスク関連機材の取扱いが減少し、高機能フィルム等の取扱いも減少しました。 

この結果、売上高は24,764百万円（前年同四半期比13.0％増）、セグメント利益は156百万円（前年同四

半期比49.8％増）となりました。 

 

⑤溶材セグメント 

溶接材料は造船業界および海外プラント向け輸出の取扱量は堅調に推移しましたが、化工機業界向け等

の需要が減少しました。溶接関連機器は国内外建設機械業界向けや国内造船業界向けの取扱いが増加しま

した。また、生産材料は需要減により取扱量は減少しました。 

この結果、売上高は25,555百万円（前年同四半期比0.9％増）、セグメント利益は347百万円（前年同四

半期比8.5％減）となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は224,715百万円となり前連結会計年度末比4,403百万円の

減少となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少によるものです。 
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（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は197,558百万円となり、前連結会計年度末比5,471百万

円減少となりました。これは主に支払手形及び買掛金の減少によるものです。 

 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は27,156百万円となり、前連結会計年度末比1,067百万円の

増加となりました。これは主に利益剰余金の増加により株主資本が増加したことによるものです。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年3月期の通期業績予想につきましては、景気の先行きは不透明な状態でありますが、平成23年7

月29日に発表いたしました業績予想から変更しておりません。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

   今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

法人税等並びに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法について、当社は原則的な方法によって

おります。但し、一部の関係会社においては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法によっております。 
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３．四半期連結財務諸表 

(1)  四半期連結貸借対照表 

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成23年９月30日) 

（資産の部）  

 流動資産  

  現金及び預金 13,020  14,673

  受取手形及び売掛金 151,791  145,776

  商品及び製品 21,983  22,794

  仕掛品 321  532

  原材料及び貯蔵品 310  410

  前払金 11,584  11,917

  繰延税金資産 745  612

  その他 3,916  3,115

  貸倒引当金 △348  △321

  流動資産合計 203,325  199,510

 固定資産  

  有形固定資産 3,875  4,153

  無形固定資産 534  747

  投資その他の資産  

   その他 21,781  20,647

   貸倒引当金 △397  △343

   投資その他の資産合計 21,383  20,304

  固定資産合計 25,793  25,205

 資産合計 229,118  224,715

（負債の部）  

 流動負債  

  支払手形及び買掛金 133,497  126,901

  短期借入金 32,208  33,120

  未払法人税等 1,651  806

  賞与引当金 687  750

  その他 18,667  22,558

  流動負債合計 186,711  184,136

 固定負債  

  長期借入金 14,486  11,941

  退職給付引当金 171  178

  役員退職慰労引当金 35  28

  その他 1,624  1,274

  固定負債合計 16,317  13,421

 負債合計 203,029  197,558

（純資産の部）  

 株主資本  

  資本金 5,650  5,650

  資本剰余金 2,703  2,703

  利益剰余金 18,965  20,344

  自己株式 △16  △17

  株主資本合計 27,302  28,681

 その他の包括利益累計額  

  その他有価証券評価差額金 △52  △457

  繰延ヘッジ損益 △27  101
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成23年９月30日) 

  為替換算調整勘定 △2,931  △2,992

  その他の包括利益累計額合計 △3,011  △3,347

 少数株主持分 1,797  1,822

 純資産合計 26,089  27,156

負債純資産合計 229,118  224,715
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

売上高 422,439  447,019

売上原価 411,757  436,345

売上総利益 10,682  10,674

販売費及び一般管理費 7,018  7,437

営業利益 3,664  3,237

営業外収益  

 受取利息 27  18

 受取配当金 314  224

 持分法による投資利益 124  70

 デリバティブ評価益 458  218

 雑収入 234  276

 営業外収益合計 1,159  808

営業外費用  

 支払利息 311  351

 売掛債権譲渡損 854  445

 為替差損 476  245

 雑損失 220  221

 営業外費用合計 1,862  1,264

経常利益 2,960  2,781

特別利益  

 貸倒引当金戻入額 202  －

 投資有価証券売却益 －  2

 特別利益合計 202  2

特別損失  

 固定資産除売却損 2  －

 投資有価証券評価損 525  53

 関係会社株式売却損 46  －

 会員権売却損 14  －

 会員権評価損 54  －

 特別損失合計 643  53

税金等調整前四半期純利益 2,520  2,729

法人税、住民税及び事業税 745  919

法人税等調整額 115  148

法人税等合計 860  1,067

少数株主損益調整前四半期純利益 1,660  1,661

少数株主利益 38  61

四半期純利益 1,622  1,600
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,660  1,661

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 △365  △406

 繰延ヘッジ損益 41  129

 為替換算調整勘定 △214  △99

 持分法適用会社に対する持分相当額 △27  13

 その他の包括利益合計 △565  △362

四半期包括利益 1,094  1,298

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,073  1,263

 少数株主に係る四半期包括利益 20  35
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

(4)  セグメント情報等 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

１. 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは、本社に商品別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品について国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは事業本部を基礎とした商品別セグメントから構成されており、「鉄鋼」、「鉄鋼原

料」、「非鉄金属」、「機械・情報」及び「溶材」の５つを報告セグメントとしております。 

 「鉄鋼」は、線材、薄板、厚板を中心に、鋳鍛、チタン、鉄粉などを海外及び国内へ販売しております。「鉄

鋼原料」は、主に㈱神戸製鋼所へ石炭、鉄鉱石などを海外及び国内から調達し、販売しております。「非鉄金

属」は、主に自動車、空調向けのアルミ・銅製品を海外及び国内へ販売しております。「機械・情報」は主に産

業機械、化学機械などを海外及び国内へ販売しております。「溶材」は、主に溶接材料、溶接機などを海外及び

国内へ販売しております。 

 

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計 
調整額 

四半期連
結損益計
算書計上

額 

売上高     

  外部顧客への売上高 128,246 165,532 106,033 21,914 25,330 447,057 △24,617 422,439

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － 1 － － 1 △1 －

計 128,246 165,532 106,034 21,914 25,330 447,058 △24,618 422,439

セグメント利益 1,409 395 628 104 379 2,917 43 2,960

 

３. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 2,917

「その他」の区分の損益 10

その他の調整額 32

四半期連結損益計算書の経常利益 2,960

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号   

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 

第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

１. 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは、本社に商品別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品について国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは事業本部を基礎とした商品別セグメントから構成されており、「鉄鋼」、「鉄鋼原

料」、「非鉄金属」、「機械・情報」及び「溶材」の５つを報告セグメントとしております。 

 「鉄鋼」は、線材、薄板、厚板を中心に、鋳鍛、チタン、鉄粉などを海外及び国内へ販売しております。「鉄

鋼原料」は、主に㈱神戸製鋼所へ石炭、鉄鉱石などを海外及び国内から調達し、販売しております。「非鉄金

属」は、主に自動車、空調向けのアルミ・銅製品を海外及び国内へ販売しております。「機械・情報」は主に産

業機械、化学機械などを海外及び国内へ販売しております。「溶材」は、主に溶接材料、溶接機などを海外及び

国内へ販売しております。 

 

 なお、当期よりセグメント利益の測定方法について一部見直しを行いました。これに伴い前第２四半期連結累

計会計期間について当第２四半期連結累計会計期間の測定方法に合わせて表示しております。 

 

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

鉄鋼 鉄鋼原料 非鉄金属 機械・情報 溶材 計 
調整額 

四半期連
結損益計
算書計上

額 

売上高    

  外部顧客への売上高 132,699 186,802 100,300 24,764 25,555 470,120 △23,101 447,019

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － 0 － － 0 △0 －

計 132,699 186,802 100,300 24,764 25,555 470,121 △23,101 447,019

セグメント利益 1,379 468 488 156 347 2,839 △58 2,781

 

３. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 2,839

「その他」の区分の利益 23

その他の調整額 △82

四半期連結損益計算書の経常利益 2,781

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。 

 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

 


